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大学での学びの基礎

[目的]：新入生の皆さんにとって、大学での講義や演習は戸惑うことが多いことと思います。高校までの学び
と、大学での学びは、さまざまなな面で非常に異なります。この演習は、これから始まる皆さんの大学での学び
を支援するために行われるものです。大学で必要とされる、さまざまな知識や技術を実際に体験しながら身につ
けることを目標とします。
[方法]：最初に大学生活の在り方について概説するとともに、大学生として求められる基本的マナーやルールに
ついて確認します。次に、大学で皆さんが利用できる施設やサービスについて確認します。そして、大学での講
義の受け方や、情報の収集の仕方、レポートの書き方などを実践的に学びます。特に、レポートの作成法につい
ては大学での学びにおいて大変重要となるものですので、学術的な文章の書き方を十分練習します。レポート作
成後は、毎回、発表会を行い、ディスカッションの機会を設けます。

第１回．ガイダンス
第２回．大学での講義の受け方・基本的マナーとルール
第３回．大学での情報収集（図書館の利用の仕方など）
第４回．レポートの作成方法（１）
第５回．レポートの作成方法（２）
第６回．レポート（その１）解説と個別指導
第７回．レポート（その１）発表会（１）
第８回．レポート（その１）発表会（２）

　第９回．レポート（その２）解説と個別指導
第１０回．レポート（その２）発表会（１）
第１１回．レポート（その２）発表会（２）
第１２回．レポート（その３）解説と個別指導
第１３回．レポート（その３）発表会（１）
第１４回．レポート（その３）発表会（２）
第１５回．レポートの作成方法：総まとめ

教）田中共子（2003）『よくわかる学びの技法』ミネルヴァ書房 

レポートの完成度により評価します。欠席が学則に定める全授業時数の三分の一以上（5回以上）であった場合
や、レポートが一つでも未提出の受講生には、原則として単位を出すことができません。

授業中の私語、携帯メール、音楽を聴く、飲食など、他の受講生に迷惑となる行為やマナー違反と考えられる行
為は謹んでください。

http://www.icc.ac.jp/


